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本研究は,野生ニホンザルの日'l;号の遊動生活の

あり方を押解するひとつとして.活動の日周l的性

とその年内変化を毘的に明らかにすることを目的

とした｡

前年度は,採食 ･休息 ･移動などの活動の日周

和性とその年内変化を,佐藤が5分ごとのランダ

ム･サンプリング法を用いて調査し,音声の日周

変化と季節変化を,伊沢が耶れの追尾によって調

査した｡

本咋皮は,前年度の調査結果を捕まえ,さらに

調査を進展させた｡すなわち,活動の日IL7ill切性と

その年内変化については,佐藤が一昨を4つの時

糊(交Ei期と出産期とその間の柑g])にわけ,フ

ォーカル ･アニマル ･サンプl)ング法を用いて詳

しく調査した｡その結果,とくに4歳以上のメス

同士の毛づくろい行動に関して新しい知見が得ら

れた｡結論を要約すると,メス同士の毛づくろい

行動は交尾期に増加する傾向を示すこと｡そのう

ち交尾期の非発情中のメスにかぎってみれば,こ

の行動は著しく増加すること｡しかも毛づくろい

の相手個体が特定されず多様になること｡また毛

づくろい行動をともなう休息災田は交尾卿 こ大

きくなり,しかも休息袋田問の距離もせばまるこ

と,である｡

一万伊沢は,前年度に明醗な結果の出た交尾期

における音声faの増大について,それら4音声が

交尾期間中にどう変化するのかを,群れの追尾に

よって詳しく調査した｡その結果,大きな音声群

(伊谷(1965)の分矧 こよるC-1,B-1,C-5音

声)の記は交Li期を通して一様に変化するのでは

ないことが明らかになった｡

以上の紡累は,野生ニホンザルの社会生活の理

解に大きく喜一献するものと考えられる｡
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parvalbuminは,脊椎動物の冊椙月別こ広く分

布する低分子員のCa結合蛋白質である｡仙Utや

両生好iの速筋に大丑に含まれる｡哺乳1Jlの肪肉や

最近では神経細胞にも存在することがわかって来

た｡筋収縮においての機能は弛,Qに関係するとい

われている｡ヒトを含めrB長類については材料入

手の困難さから予備的な知見以外研死は進められ

ていない｡本別死では,parvalbuminからみた1,.n

長城骨格筋の禍故を明らかにするために,サルの

冊格筋からp.lrValbuminを111離frJ烈し,性円を調

べた｡

こホンザルの什精筋よりトリクロロ酢酸(TCA)

法でprvalhlminを抽山した｡その班E･は次の泊

りである｡ひき肉に茄田水を加えてホモジナイズ

する｡i卦Ch上打ほ拙めTCAを加えた後,pH5.7
とする｡その辺心上粥に更にTCAを加えて沈m

を集め,lMTrisを加えて溶押し粗標晶とした｡

精製は,ゲル炉過に続いてイオン交換クロマトグ

ラフィーを行い,SDSR三先泳動で111-のバンド

を与える仇VIを子ひた｡4.1kgの筋肉から16mgの

parvalbuminがfUられT=｡ニホンザル冊栢筋には

1柾Hiの isotypcだけが77-在すると考えられ,llT/i

子吸光法でCaを拙く純合していることが確かめ

られた｡またSDSTt;気泳動の易動度から分子lIt

は12,300と求められた｡この値は,これまでに

得られているparvalbuminの分子量の分冊10,000

-12,000程度 )の範Efl内である.アルカ.)fLl/x式泳

動では,Caが存在する場合としない場合とで51!･な
る泳動度を示した｡アミノ酸組成は,Asx,GIx,

Pheが多く,Trp,Tyrを含まないというparv-

albuminの特徴を示した｡Lys残JJ;の数は両/JilJt

のparvalbuminの2倍と著しく･5t･なるが,ウサギ

のparvalbuminとは似ていた｡ニホンザルとウサ

ギとではparvalbuminのアミノ酸組成は全休的に

よく似ているが,Asxなどについては明らかな丑

粥.が示された｡
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